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○ある事実や状況を簡潔に
説明したアナウンスやガイ
ド音声などを聞いて、おお
まかな内容や必要な情報を
得ることができる。
○対話の流れから、相手の
意図がわかる。

○身の回りのものの説明に
ついて、辞書など多くの支
援を活用すれば必要な情報
を聞き取ることができる。
○家族間や友人間など、日
常生活の中での短い対話か
ら、話題を聞き取ることが
できる。

○身の回りのものの説明に
ついて、辞書などの一定の
支援を活用すれば必要な情
報を聞き取ることができ
る。
○家族間や友人間など、日
常生活の中での短い対話か
ら、やりとりの話題を聞き
取ったり、両者の立場を理
解することができる。

○身の回りのものの説明に
ついて、辞書などの支援を
活用しなくても必要な情報
を聞き取ることができる。
○家族間や友人間など、日
常生活の中でのある程度の
長さの対話から、両者間の
問題点等を客観的に捉える
ことができる。

○場内や機内アナウンスな
どを聞いて、大まかな内容
がわかる。
○同年代の生徒の行うス
ピーチを聞いて、話し手の
立場や主張の内容、理由な
どを理解することができ
る。

○商品やサービスの説明を
聞いて、その魅力やセール
スポイントなどがわかる。
○短い対話を聞いて、両者
の言い分や対話の流れがわ
かる。

○学校の講義やプレゼン
テーションを聞いて、内容
のポイントや話し手の意
図、主張を捉えることがで
きる。
○立場の違う二者の話し合
いを聞いて、両者の主張の
共通点や相違点を整理する
ことができる。

○国内のことなど、予備知
識があれば、ニュースの大
まかな内容を聞き取ること
ができる。
○三者によるディスカッ
ションを聞いて、それぞれ
の主張や立場を整理しなが
ら、話し合いの流れを捉え
ることができる。

○海外の大学の講義の内容
について、辞書を使った
り、録音したものを何度か
聞き返すなど一定の支援を
得れば、大まかな内容を聞
き取ることができる。
○海外のテレビニュース
（映像有）から、何があっ
たかを聞き取ることができ
る。

○身近な事柄について書か
れた一段落の説明文から、
辞書を使ったり解説を聞い
たりと多くの支援を活用す
れば、筆者の伝えたいメッ
セージやおおまかな内容を
読み取ることができる。

○特定の出来事を説明した
文章から、ストーリーの流
れを読み取ることができ
る。
○ある程度の社会性のある
文章を、辞書など一定の支
援を活用すれば、おおまか
な内容を読み取ることがで
きる。

○辞書や解説など一定の支
援を活用すれば、論旨が明
確に書かれている説明文か
ら、その論旨の展開や内容
のポイントを読み取ること
ができる。

○辞書や解説など一定の支
援を活用すれば、論旨が明
確に書かれている説明文か
ら、その論旨の展開や内容
のポイントを読み取ること
ができる。

○辞書や解説など一定の支
援を活用すれば、身近な話
題の説明文やエッセイなど
から、段落ごとの要点や筆
者の主張を読み取ることが
できる。

○国際的な社会問題につい
ての論説文やエッセイか
ら、辞書などそれほど支援
を活用しなくても概要や主
張を読み取ることができ
る。

○論旨が明確でない論説文
やエッセイの一段落から、
ほとんど支援を活用しなく
ても、その背後に隠された
筆者のメッセージや内容を
読み取ることができる。

○複数の段落からなる論説
文やエッセイについて、辞
書など一定の支援を活用す
れば段落ごとのつながりや
全体の論旨展開を読み取る
ことができる。
○一定の支援を活用すれ
ば、英字新聞や雑誌記事か
ら、必要な情報を得たり、
事実の流れを読み取ったり
することができる。

○高度な専門知識を要する
文章について、辞書などあ
る程度の支援を活用すれば
必要な情報を読み取ること
ができる。
○長い小説をほぼ支援を活
用しなくても読むことがで
きる。

や
り
取
り

○簡単な挨拶から始め、趣
味のことや日常生活のこと
について会話を続けること
ができる。
○相づちを打ったり、聞き
返したりするなどの方法
で、コミュニケーションを
円滑にすることができる。

○日常的な話題について、
多くの支援を活用すれば、
他者からの質問に答えた
り、意見や感想を交換した
りして、会話を続けること
ができる。

○ゆっくり話してもらうな
ど、少しの支援を活用すれ
ば、馴染みのあることにつ
いて、ネイティブスピー
カーと英語で短いやり取り
を続けることができる。

○ゆっくり話してもらうな
ど、少しの支援を活用すれ
ば、馴染みのあることにつ
いて、ネイティブスピー
カーと英語でやり取りを長
く続けることができる。

○身近な話題について、簡
単な討論や議論を行うこと
ができる。

○身近な話題について、き
ちんとした形式で討論をし
たり、議論を続けたりする
ことができる。

○意見の分かれやすい社会
性の高い話題について、自
分の立場を明確にしたうえ
で、他者（立場の違う参加
者）の意見にも耳を傾け議
論を行うことができる。

○意見の分かれやすい社会
性の高い話題について、自
分の立場を明確にしたうえ
で、他者（相手）の意見に
も耳を傾け、建設的な議論
を進めることができる。

○自分の意見を主張するだ
けでなく、様々な角度から
多角的に問題を検証し、よ
りよい解決策を導くための
議論をすることができる。

発
表

○自分自身や家族、友人な
ど親しい人物や身の回りの
物事について、例文や定型
文などの支援を活用すれ
ば、短い簡単な説明をする
ことができる。

○日常的なことや身近な社
会問題について、意見と理
由を簡潔に説明することが
できる。
○社会的なことについて、
あらかじめ用意した原稿を
基に、発音や流暢さに注意
してスピーチをすることが
できる。

○日常的な話題について、
論理性に注意して意見を述
べることができる。
○社会的なことについて、
あらかじめ用意した原稿を
基に、ノンバーバルスキル
にも意識を向けながらス
ピーチを行うことができ
る。

○身近な話題の中で、様々
な意見に分かれるようなこ
とについて、自分の立場を
明らかにしたうえでプレゼ
ンテーションをすることが
できる。
○新しい情報や考えを提供
する、魅力的なプレゼン
テーションをすることがで
きる。

○意見の分かれやすい社会
性の高い話題について、多
くの支援を活用すれば、比
較や例示、特徴を取り上げ
るなどして、より説得力の
あるスピーチを行うことが
できる。
○高いノンバーバルスキル
を用いて、魅力的なプレゼ
ンテーションやスピーチが
できる。

○意見の分かれやすい社会
性の高い話題について、一
定の支援を活用すれば、比
較や例示、特徴を取り上げ
るなどして、より説得力の
あるスピーチを行うことが
できる。

○社会性の高い話題につい
て、ポスターやスライドな
どの視覚的補助を活用しな
がら、聞き手を納得させる
ようなプレゼンテーション
を行うことができる。

○国際的な社会問題につい
て、深い考察と十分な下調
べをしたうえで、論理的な
プレゼンテーションを行う
ことができる。

○国際的な社会問題につい
て、深い考察と十分な下調
べをしたうえで、論理的か
つ独自性の強い内容の魅力
的なプレゼンテーションを
行うことができる。

○身近な物事や人物、実体
験について、辞書など多く
の支援を活用すれば、簡単
な感想を加えて、短い段落
の説明文を書くことができ
る。

○実体験のことについて、
辞書などの一定の支援を活
用すれば、より詳しい情報
や理由、感想を加えて、深
い内容の文章を書くことが
できる。

○意見の分かれやすい話題
について、辞書など多くの
支援を活用すれば、自分の
立場を明らかにしたうえ
で、理由や詳しい説明、情
報を加えて論理的な文章を
書くことができる。

○意見の分かれやすい話題
について、辞書などの一定
の支援を活用すれば、自分
の立場を明らかにしたうえ
で、理由や詳しい説明、情
報を加えて論理的な文章を
書くことができる。

○意見の分かれやすい話題
について、辞書など多くの
支援を活用すれば、比較や
例示、特徴を取り上げるな
どして、より多くの読み手
を引きつける文章を書くこ
とができる。

○意見の分かれやすい話題
について、辞書などの一定
の支援を活用すれば、比較
や例示、特徴を取り上げる
などして、多角的に事象を
捉え、より多くの読み手を
引きつける文章を書くこと
ができる。

○社会性の高い話題につい
て、一定の支援を活用すれ
ば、自分の立場を明らかに
したうえで、となり合う文
や段落どうしの論理的関連
性を意識して、魅力的な文
章を書くことができる。

○社会性の高い話題につい
て、ほぼ支援を活用するこ
となく、自分の立場を明ら
かにしたうえで、となり合
う文や段落どうしの論理的
関連性を意識して、魅力的
な文章を書くことができ
る。

○導入の仕方を工夫して、
様々な話題の、より魅力的
な文章をほぼ支援を活用す
ることなく書くことができ
る。
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